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1　 目　 的

　 15 年程前に 高野 義郎 1）の 「ヨ ー ロ ッ パ 科

学史の 旅」 に 出逢い 、い っ か は科学者 の 足

跡 を辿る旅 に出た い と考え て い た。
　2009 年 9 月 中旬の 所謂 シ ル バ ーウイー

ク には、高野義郎が著書で 取 りあげなか っ

たポ ーラン ドを訪れた。 コ ペ ル ニ ク ス 2）と
マ リ

ー ・キ ュ リ
ー 2 ）

の 生 家や彼 らが 学ん だ

学校等を訪ね て きた。

　2008 年 3月末か ら4A は じめにか けて は 、

ガ リ レ オ の 足跡 を訪ねて イ タ リア の トス カ
ーナ地方の 中心地 フ ィ レ ン ツ ェ まで足 を伸

ば した。ル ネ ッ サ ン ス の 発祥地で ある こ の

町 の 自然史博物館に は ガ リ レ オ が様 々 な発

見に使用 した実験器具 を保存 されて い る。
また 、その 近 くの サン タ ・クm 一チ ェ 教会
に は トス カ

ー
ナ地 方の 著名人 の 墓標が置か

れて い る。そ こ には真新 し い ガ リレオの 墓

碑 も見る こ とがで きた。そ の 真新 しさには

歴 史的な背景があ っ た。所謂ガ リ レ オ 裁判
で 、異端判決 を受けた ガ リ レ オ の 晩年は 幽

閉の 身で あ っ た 。 しか も正式な墓所を持 つ

こ とは許 され なか っ た 。 彼 の 死後 350 年経
っ た 1992 年 10 月 に、先 々 代 の ロ

ー
マ 法 王

ヨ ハ ネ ・パ ウ ロ 且 世 が ガ リ レ オ 裁判 の 誤 り

を正 式に認 め、謝罪表明
8 ） を行 っ た。 ヨ ハ

ネ ・パ ウ ロ H 世の 正 式謝罪表明に至 っ た背
景に つ い て は 、そ の 時以 来少なか らぬ 興味

を持 っ て い た。

　そ の 後、こ の ロ
ー

マ 法王 の 出 自を調 べ て

そ の 疑問が解けた
。 彼 は コ ペ ル ニ ク ス と同

じポーラ ン ドの 出身で あっ たし、しか もコ

ペ ル ニ ク ス が学んだ ポー
ラ ン ド南部の 古都

クラ コ フ にあ る ヤ ギ ェ ウオ大学 で教 え て い

た の であ る 。 こ の 度の 旅 は、そ の こ とを 自
ら の 目で検証 す る こ とが ね らい で あ っ た 。

1　ガ リ レオ宗教裁判
3）

　ガ リ レ オ は ピ サ大学で 医学を学ぶ が 、数
学研究に熱 中 して 大学を退 学した後、1589
年以 降 ピ サ大学お よび パ ドヴァ 大学で 数学
を講 じた。1609年 に 自作の 望遠鏡で 天体観
測 を始 め、木星 の 4 っ の 衛 星を発見 し、そ

の 成果 を発表 し た 『星界の 報告』 ［1610】が

契機 とな っ て 「トス カナ 大公 付主席哲学者

兼数学者」 と し て 故郷フ ィ レ ン ツ ェ に迎え

られ る。彼は 、木星の 衛星 、金星の 満ち欠

け、太陽黒点の 回転運動な どを根拠 として

地動説 （太陽中心説）を主張し たが
、

1613

年 には 地動説 を擁護 しない よ うに ベ ラル ミ
ー

ノ枢機卿か ら警告 を受け て い た 。 しか し 、

ガ リ レ オ は 『天 文対 話』［1632 ］にお い て 、

地動説 と天動説を比 較検討 し、潮汐論に基
づ い て 地動説 を擁護した 。 こ の 著書の 出版
が契機 とな っ て 、 ガ リ レ オ へ の 異端審問が

始 め られた 。 彼 は異端誓絶を余儀な くされ

た 。 晩年 は フ ィ レ ン ツ ェ 近 郊ア ル チ ェ トリ

の 家で 幽 閉状態に置かれ た が 、 若 い 頃 の 運
動論の 研究をまとめ、『新科学対話』［16381
で は、近代物理学の 基礎 となる数学運動論
を築い た 。

2　 ク ラ コ フ 大学で の コ ペ ル ニ ク ス
4 ）

　 1491 年秋 、
18 歳の コ ペ ル ニ ク ス は兄 と

ともに伯父 ル
ー

カ ス の 母校 クラ コ フ 大学 に

入学 した。当時の ポ ー
ラ ン ドの 首都クラ コ

フ Krakow は 、 トル ン よ りもひ と回 りも大
き な都会で 、クラ コ フ 大学は 首都 に 相応 し

い ポ
ー

ラ ン ド随
一

の 名門校で あっ た。こ の

大学で コ ペ ル ニ ク ス は、優れ た天文 学教授
ブル ジ ェ フ ス キ

ー
に天 動説 に基 づ く宇宙 モ

デ ル を教示 された と考え られ る。 また、こ

の 大学で は天動説 と ともに 天 文 学 と数学の

基礎 的知識 と観測機器 の 操作法 と 占星術 を

学ん だ と思われ る 。 当時は 占星術 も科学の
一分野 で 、 星 の 運行 が人間の 運勢に 関係す
る と思われ て い た 当時では 、占星術と天文
学 と は 表裏一体 の も の だ っ た 。 そ して 、

こ

の 大学で 天文学 の 面 白さを学ん だ彼は、や
が て 天動説に疑問を持 つ こ とになる 。

　そ の 後、1495 年秋、突然 こ の 大学 を中退

し、イ タ リア の ボ ロ ー
ニ ア 大学に入 学。伯

父の 意 向で 聖職者の 道を 目指す こ とに なる 。

　こ の 度 ク ラ コ フ へ は ワ ル シ ャ ワ 中央駅か

ら汽車で 3 時間程か けて移動 した。ク ラ コ

フ の 旧市街は 、中世の 街並み そ の ままで、
トル ン の 旧 市街 を さ ら に 大 きくし た 中世 の

情緒漂 う街で ある。旧市街の
一

角 に コ ペ ル
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ニ ク ス と ヨ ハ ネ ・パ ウ ロ II世 ゆか りの ヤ ギ
ェ ウオ大学があ り 、 そ の 校庭には コ ペ ル ニ

ク ス の 像が建 て られ て い る 。

3 　 ヨ ハ ネ ・パ ウロ H 世

　第 264 代 m 一
マ 教皇 ヨ ハ ネ ・パ ウ ロ 且 世

（本名カ ロ ル ・ユ ゼ フ ・ヴォ イ テ ィ ワ Karol
Jozef　WojtyIaは 、1920 年 ク ラ コ フ 西 54  

に位置す る小 さな町 ヴァ ドヴィ ツ ェ

Wadowice に、退 役軍人 で あっ た 父カ ロ ル 、
母 エ ミ リア の 問に次男 として 生まれ た 。 若

くして家族を喪失す る不 幸を体験 し、 ドイ

ツ に 占領 され て い た 1943 年に聖 職者 とし

て 生き る決意 をす る 。 しか し、神学校が禁
止 され て い たた め に、非合法 の 地 下神学校
で学んだ 。
　 1946 年 11 月に 司祭 に叙階され、さらに

司教 の 推薦で ロ ーマ の 教皇庁立 ア ン ジ ェ リ
ク ム 神 学大学で 学び 、神学博士号 を取得 し

た 。 同年 、 ポ
ー

ラ ン ドに戻 り、ク ラ コ フ の

教 区司祭 となっ た。ク ラコ フ で はヤ ギ ェ ウ
ォ 大学で 倫理神学を教えて い た。
　 1978 年 10 月 、前任の ヨ ハ ネ ・パ ウ ロ 1
世 の在位 33 日の あ とを受 けて 、第 264 代
の ロ

ー
マ 教皇に選出 された。国民の 98％が

カ ソ リッ ク信者 で あるポー
ラ ン ドに とっ て

ポ
ー

ラ ン ド人初 の ロ
ー

マ 教皇 の 誕生 は 、ナ

シ ョ ナ リズ ム の 高揚とソ ビ エ ト連邦 へ の 抵
抗心 を

一
層大 き くする こ とに な っ た 。 教皇

着任 8 ヶ 月後に故国を訪 問 し 、
ワ ル シ ャ ワ

の ユ ゼ フ ・ピ ウス ツ キ元帥広場 に集 まっ た

人 々 に 「（共産主義政権 を）恐れ るな」 と訴
え た。そ の 4 ヶ 月 後の ス トライ キ な どを経

て政権は妥協路線 を走 り始め 、1980 年代後

半には民 意に押 されて 政権が民 主路線へ転

換 して い る 。

　 ク ラ コ フ 旧市街内 の 大司教宮殿 の 中庭 に

は 、ヨ ハ ネ ・パ ウ ロ H 世 の 像 が建て られ て

い る。

　今後 の 計画 と して は、再度ク ラ コ フ を訪

れ て 、コ レ ギ ウス ・マ イ ウス 内を見学し、
大 司教宮殿 を再度調査 した い

。
ニ コ ラ ス ・

コ ペ ル ニ ク ス の ク ラ コ フ で の 学生時代以 降
の 足 跡や 、

マ リ
ー ・キ ュ リ

ー
の フ ラ ン ス 留

学以 降の 足跡 を辿 る こ とも検討 した い
。

　今 回 の 旅 で は 中世 の 建物が残 され た街並

み を巡 りなが ら 、 歴 史の 奥深 さを感 じっ っ
、

科学者た ちが学び暮 ら した環境 に浸 る こ と

が で きた の は何 に も替えが た い 収穫で あ っ

た 。
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4　 ま とめ

　今回 の 旅で は 、主 に ニ コ ラ ス ・コ ペ ル ニ

ク ス とマ リ
ー ・キ ュ リ

ー
の 足跡を探 っ て、

ポーラン ドの 3 っ の 都市ワ ル シ ャ ワ ・トル

ン ・ク ラ ニコ フ を訪れた 。限 られ た時間内で

の 未知の 国で の 見学で あ っ た ため、事前に

見学先の 公 開時間を調 べ られず に、現地に

行 きなが ら見学で きな か っ た箇所や 、さ ら

に詳 し く情報を得て お けば見学で きた所 も

あ っ た 。 例えば 、クラ コ フ の ヤ ギ ェ ウオ大

学 の 博物館で あ る コ レ ギ ウム ・マ イ ウ ス は

建物の 中庭まで足 を運 び なが ら、内部 の 見

学 は開館時間に 間に合わず入館で きなか っ

た。
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